
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月28日（土）に、「富海レインボー発表会」が開催されました。 

 この発表会は 1 年間のサークル活動の成果を発表する場です。しかしながら、ここ数年はサークル

や市民教養講座の数が減ってきて、それに伴い発表したり展示したりするサークルも減ってきていま

す。寂しい限りです。 

サークルや市民教養講座の数がもっと増えて発表会への参加数が増えるとうれしい限りです。そん

な中でも、作品展示やステージ発表が行われ、多くの地域住民の方々に来館していただきました。 

 
「富海パッチワーク」 

 
「ほのぼの絵手紙サークルとのみ」 

 
「表千家流茶道」 

 
「写真同好会」 

 
「表流茶道」お茶の接待 

 
「パソコン おれんじ」 

 
「パソコン ナイト」 

 
「野菊の会」 

 
「オカリナサークル宙・Sora」 

 
「俳句サークル」 

 
「富海史談会」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月26日（木）に今年度最後のとのみんまなび～教室「誰でもできる健康体操講座」が開催されま

した。むべの里光栄から中高老年期運動指導士の西田龍市先生をお迎えし、座ったままできる優しい体

操をしながら脳トレもできる健康体操を19人の受講生が体験しました。みんなで音楽に合わせて楽し

く体を動かし、受講生の皆さん方は和気あいあいと笑顔で 

講座に参加されていました。 

受講生の皆さんのご意見・ご感想を一部ご紹介します。 

・体と脳の活性化にとてもよい体操でした。 

なるべく家でもやってみたいと思います。 

・久しぶりに皆さんと会話もできました。 

この度公民館の屋上にソーラーパネルが設置されました。一時的な停電や災害時

の停電などに対応することが主な目的です。避難場所となっている当公民館にとっ

て、地域の皆様に安心して避難していただけるものと考えます。 

 

 私は、防府市から他県の大学に進学し、昨年３月に卒業し本市に帰ってきました。 

私は、通勤途中、冨海地区に入りますと道路の拡張工事のためにすごい渋滞に遭っています。 

その過程で、すばらしい防府市民の方と出会い嬉しく思っています。 

それは、毎月２回、早朝の通動時間帯の７時ころに富海梶野地区の２号線や県道においてゴミ収集活動をしておら

れる２人組の方とお会いできたことです。 

昨年末に渋滞で全く車両が動かなくなり、お二人とお話しする機会がありました。話した内容は、清掃に対するお

礼でしたが、従事しておられるのは、地元の梶野自治会長さんと役員の女性さんで、ゴミ収集は、自治会長になられ

て１０年以上継続しているとのことでした。 

防府市では、毎月「広報誌」や自治会連合会の機関誌で、市内各所での環境美化に尽力されている方々を評価した

記事がみられるのですが、地道ですが長期間、環境保全に尽力されている人こそ評価に値するのではないでしょうか。 

梶野自治会長様のこうした行為がこれからも継続することを願っていますし、環境美化として必要なのではないで

しょうか。 

毎日、大渋滞ですので、ゴミ収集の２人を多くの運転手が眺め感謝しているとともに、運転席からのゴミの投げ捨

ては止めておられると思います。 

是非とも、市としても「ご苦労様。これからも頼むよ。」と評価していただきたい。よろしくお願いします。 

私も休日には、地区の環境美化のためゴミ拾いを開始しました。 

先日防府市役所地域振興課自治会連合会事務局に1通の手紙が届いた

と、富海地域自治会連合会会長からお話をいただきました。その手紙に

は富海の方の善行が記されており、読んで心が温まりましたのでご紹介

したいと思います。 


